
済生会地域包括ケア連携士
養成研修会

主催　小樽市　北海道済生会
お問合せ　北海道済生会

e‐ラーニング事前学習

小樽市重層的支援体制人材育成事業

小樽市
認定資格
参加費1万円

（ 8 月 15 日～ 9 月 30 日 )

Zoom 研修WEB 研修 ( 10 月 15 日（水））
・ 地域包括ケアシステムと地域共生社会 ・ 地域福祉の推進とネットワークづくり

文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 中島 修 教授

かわさき社会福祉士事務所 川崎 裕彰 所長
・ 本人の意思の尊重と意思決定の支援 ・ 成年後見制度と日常生活自立支援事業

対面研修（1 日目）済生会小樽病院 ( 11 月 7 日（金））
・ 済生会の取り組みから考える連携士の可能性

　社会福祉法人恩賜財団済生会　社会福祉 ・ 地域包括ケア課長　鈴木　孝尚　様
・ICF

　小樽商科大学　副学長　片桐　由喜　様

・ ソーシャルワーク ・ ケアマネジメント
　一般社団法人 日本介護支援専門員協会　会長　柴口　里則　様

対面研修（2 日目）済生会小樽病院 ( 11 月 8 日（土））
・ 済生会地域包括ケア連携士の理念と済生会が目指す地域包括ケアシステム

　社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長　炭谷　茂　様
・ グループワーク①　地域課題とその解決に向けて　

学校法人北斗文化学園　北海道福祉教育専門学校　教務部長　吉谷　敬　様

・ 地域包括ケア連携士の役割 - 課題解決に向けて -
・ グループワーク②　連携士として活動してみたいこと

認定対象者 医療・福祉・介護連携に関する実務経験が 3 年以上あり、基礎資格を有する方

ソーシャルインクルージョン推進室
担当：角谷 0134-32-5131（済生会みどりの里）

kadoya@saiseikai-midori.jp

済生会地域包括ケア連携士は、ソーシャルインクルージョンの推進役を担う済生会が認定する資格です。 小樽市では令和 6 年度より 「重
層的支援体制事業」 を実施し、 包括的な相談支援体制の整備を進めています。 本研修会は、 複合化・複雑化した相談を受け止め、
他機関と連携し、 必要な支援につなげることができる人材を育成することを目的としています。

済生会職員用



カリキュラム
1.5 か月 半日 1 .5 日間 1 か月以内 認定連携士

事前学習

e- ラーニング
テキスト

WEB 研修 対面研修
レポート
作成

認定書
発行

e- ラーニングコンテンツ一覧
必須

選択

選択

テキストブック

現場の実践例や学習等のポイントが掲載されて
いて、支援方法の理解を深めることができます。

住民協働での地域づくり

ソーシャルインクルージョンの
理念に基づいたまちづくり

生活困窮者と更生保護

医療分野における連携と支援

高齢分野における連携と支援

障がい分野における連携と支援



済生会地域包括ケア連携士
養成研修会

主催　小樽市　北海道済生会
お問合せ　北海道済生会

e‐ラーニング事前学習

小樽市重層的支援体制人材育成事業

小樽市
認定資格
参加費無料

（ 8 月 15 日～ 9 月 30 日 )

Zoom 研修WEB 研修 ( 10 月 15 日（水））
・ 地域包括ケアシステムと地域共生社会 ・ 地域福祉の推進とネットワークづくり

文京学院大学 人間学部 人間福祉学科 中島 修 教授

かわさき社会福祉士事務所 川崎 裕彰 所長
・ 本人の意思の尊重と意思決定の支援 ・ 成年後見制度と日常生活自立支援事業

対面研修（1 日目）済生会小樽病院 ( 11 月 7 日（金））
・ 済生会の取り組みから考える連携士の可能性

　社会福祉法人恩賜財団済生会　社会福祉 ・ 地域包括ケア課長　鈴木　孝尚　様
・ICF

　小樽商科大学　副学長　片桐　由喜　様

・ ソーシャルワーク ・ ケアマネジメント
　一般社団法人 日本介護支援専門員協会　会長　柴口　里則　様

対面研修（2 日目）済生会小樽病院 ( 11 月 8 日（土））
・ 済生会地域包括ケア連携士の理念と済生会が目指す地域包括ケアシステム

　社会福祉法人恩賜財団済生会　理事長　炭谷　茂　様
・ グループワーク①　地域課題とその解決に向けて　

学校法人北斗文化学園　北海道福祉教育専門学校　教務部長　吉谷　敬　様

・ 地域包括ケア連携士の役割 - 課題解決に向けて -
・ グループワーク②　連携士として活動してみたいこと

認定対象者 医療・福祉・介護連携に関する実務経験が 3 年以上あり、基礎資格を有する方

ソーシャルインクルージョン推進室
担当：角谷 0134-32-5131（済生会みどりの里）

kadoya@saiseikai-midori.jp

済生会地域包括ケア連携士は、ソーシャルインクルージョンの推進役を担う済生会が認定する資格です。 小樽市では令和 6 年度より 「重
層的支援体制事業」 を実施し、 包括的な相談支援体制の整備を進めています。 本研修会は、 複合化・複雑化した相談を受け止め、
他機関と連携し、 必要な支援につなげることができる人材を育成することを目的としています。



カリキュラム
1.5 か月 半日 1 .5 日間 1 か月以内 認定連携士

事前学習

e- ラーニング
テキスト

WEB 研修 対面研修
レポート
作成

認定書
発行

e- ラーニングコンテンツ一覧
必須

選択

選択

テキストブック

現場の実践例や学習等のポイントが掲載されて
いて、支援方法の理解を深めることができます。

住民協働での地域づくり

ソーシャルインクルージョンの
理念に基づいたまちづくり

生活困窮者と更生保護

医療分野における連携と支援

高齢分野における連携と支援

障がい分野における連携と支援


	(北海道)研修パンフ(済生会職員版)
	(北海道)研修パンフ(小樽市版)

